


Ｋ様宅の住宅改修での情報

・母屋から離れを継ぎ足しているためサッシから段差がある
・屋外は広いが、門扉先に急なコンクリート階段ある。

・外の地面から母屋の床は48cmの高さである。

私が思うベストプランだけでなく、何通りかプランを出しました。
段差が違うレベルへの縦横無尽の動線となるとどこかは欠点が出てきます。
健常者の通常動線や日常生活も考えると何を優先にすべきか難しい所です。

●Ｋ様の身体状況 

・右脳梗塞発症。左半身麻痺、高次機能障害の後遺症あり。 

・歩行不可車いす介助。立位は少しの間なら見守りにて可能。 

・けいれん発作があり、常に見守りが必要。 

・見守り指示があればトイレ内での移乗は可能 

・左半身の麻痺はきつく全く動かない 

●介護状況 

・奥様が主介助者。60歳台。 

・娘様・孫様と同居であるが日中ほぼ不在である。 

・どんな状況でもベッドで食事をとるのではなく、必ず一緒に食卓に

行き、 みんなで食事をとるようにしたいとの強い希望がある。 

・退院後はデイサービスを希望されている。 

●住宅環境 

 

問題点 その1 
●車いすでの宅内～外の介助移動 

問題点 その2 
●車いすでの日中居室～台所・外への

問題点 その3 
●車いすトイレ移動・排泄 

問題点 その4 
●入浴において 

問題点 その5 
●洗面行為はどうするか？ 

ご家族様の状況と希

望を良く把握するこ

とが大事です。それ

でなくてもしてみない

とわからない事も多

いですからね。 









最終改修案の内容

●住宅環境 

 
問題点 その1 

●車いすでの宅内～外の介助移動 
問題点 その2 

●車いすでの日中居室～台所・外への移動 

問題点 その3 
●車いすトイレ移動・排泄 

問題点 その4 
●入浴において 

問題点 その5 
●洗面行為はどうするか？ 

奥様の体力でも介助できるよう1/10のス

ロープを設置。高さ30cmに対し、3mの長さ、

幅1000のスロープを設置し両側に手すり設

置もした。また落ち止め施工も施しました。ス

ロープから先は芝生で比較的楽に移動可能

でした。 

ティッピング案を選択。選択の際に実験用の式台と実際利用の車いすで奥様に動

作して頂いた。お若いこともあり60kgぐらいの男性を載せて操作したところ非常に

上手に横断でき、台所、外出とも問題なくできそうでした。ただ自分も年齢が行くの

でいつまでこの操作ができるかわからない。とのこと。しかし離れの大幅な改修も

視野に入れておられたため、そうなったときに離れと母屋の段差もなくし大幅に改

修されてはどうか？またその折にリフト設置なども勘案することで合意しました。 

入院中で退院準備の改修であった上に、自宅での入浴は非常

に厳しい身体状況であった。 

デイサービス利用メインで問題ない範囲になれば自宅入浴の

方法を検討することにした。 

補助の意味合いだけで言うと既設位置にて改修するほうが望ましかったが、

水廻りをすべて離れ側に集中させていたため、格段に段差が大きくスムーズ

に使いことが非常に困難であった。 

（トイレは土間レベルであり全部で48cm段差がある）長い目で見るとそこを改

修しても今後非常に使いづらく問題が多かった。 

そのため現在あまり使っていない和室の一角をトイレとし介助スペースも十

分取れるような改修案にした。便器高さも車いす用45cmとした。 

現在一段下がった台所に設置されているため使いづらく、車いすにも

対応していなかったためトイレ内に同時設置することとした。便利！ 

そのほかに日中いるお部屋をフローリン

グにしたりスロープ設置、排水工事・給

水配管工事などを施しております。 







問題点 その1 
●車いすでの宅内～外の介助移動 

コンクリート面は刷毛引き仕上げとし滑りにくくします。手すりも標準を被膜付き



問題点 その2 
●車いすでの日中居室～台所・外への移動 

外出時のルート 台所へのルート 

ティッピング用式台にて、台所・外出時の2方向の車いす操作に対応できました。健常者もそう不

便なく利用することが出来ています。台所に移動して家族で食事が出来ました。 

台所と日中居室の間口は少しずれていましたが、操作

が可能であったため、建具はそのままとしました。場合

によっては建具の改修も必要です。 

実際の操作を想定して折り返し部分のサイ

ズ勘案も綿密に！安全な範囲のサイズに

しよう！ 



問題点 その3／その5 
●車いすでのトイレ移動・排泄動作・洗面動作 

トイレ側は段差を無くしフラットにしました！ 

扉は有効開口を広くとるため2枚吊戸にしました。 



問題点 その他 
●車いすでの移動・日常生活 

凄くかわいいゴンちゃん

に癒してもらいました。 
押入れをつぶしてタンスや部屋の小物を収納

しました。部屋を広く使う為です。 

車椅子の為畳からフロー

リングへ。腰壁も貼りま

した。出入口は介助移動

なので既製品スロープと

しました。 


